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要　　　　　約

　本研究では，保育職に携わってきた方を対象とし，保育専門職にはキャリア・アンカーはあるのか，また保育専門職

に必要な力量とは何かを検討することを目的とした。エドガー・Ｈ．シャインが提唱したキャリア・アンカー・インタ

ビューを用いて半構造化インタビュー調査を行った。インタビューの内容を８つのカテゴリーに分類した結果より，保

育専門職にはキャリア・アンカーがあることが明らかとなった。８つのキャリア・アンカーのうち最も出現率が高いも

のはTF専門職能コンピタンスで49.7％となった。次に高いものはSV奉仕・社会貢献であり26.8％であった。この２つの

キャリア・アンカーが保育者のキャリア・アンカーとして必須であることが推測された。今後，さらにエドガーの提唱

する自己診断票をもとにアンケート調査を実施し，保育者に必要なキャリア・アンカーを明確に調査していきたい。

Ⅰ．緒　　　　　言

１．研究の動機

　世界に類を見ない少子高齢化の進行，生産年齢人口の

減少，グローバル化の進展による国際競争の激化等，我

が国を取り巻く環境は，大きく変容している。こうした

社会の急激な変化の中で，なお我が国が将来にわたって

持続的に発展するためには，社会の様々な分野で国や世

界の発展を担う専門職としての人材育成が不可欠であ

る。高度専門職として教育改革を直接担う教員（以下，

保育者も含む）については，主体的・協働的な学びの創

造を実現するにふさわしい資質能力や多様に変化する学

校制度改革に適切に対応していくことのできる先進性・

創造性が強く期待されており，このため学び続ける教員

像の確立が求められていることは周知のとおりである。

　これらを踏まえ，学び続ける教員像の具現化に向けて，

教員の養成・採用・研修の全ての段階の在り方について，

抜本的改革を行う必要が求められている(１)。

　子どもたちが次世代を生き抜く人間として育成すると

いう重要な役割を担う教員は，既に，専門職業人として

一定の社会的評価を獲得している。我が国は，戦後，い

ち早く大学における教員養成を実現したが，一方，近年，

高等教育進学率が飛躍的に向上し，また他の専門職業人

の育成が大学院段階に移行する中で，専門家としての教

員の地位が相対的に低下している現状がある。社会の成

熟化に伴い高度化，多様化する学校教育にとって，高度

な資質能力を有する教員の存在は不可欠であり，ここに

改めて教員を高度専門職として位置付けることは，教育

改革の前提として実現すべき重要な課題であろう(２)。

　日本の幼児教育の祖である倉橋惣三は幼児期の教育に

携わる者のあるべき姿として次のように述べている。

『こころもち』

　「子どもは心もちに生きている。その心もちを汲んで

呉れる人，その心もちに触れて呉れる人だけが，子ども
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にとって，有り難い人，うれしい人である。

子どもの心もちは，極めてかすかに，極めて短い。濃い

心もち，久しい心もちは，誰でも見落とさない。かすか

にして短き心もちを見落とさない人だけで，子どもと倶

にいる人である。（３）」　

　このように倉橋は，子どもの今の心もちに共感するこ

との大切さとその子の今の心もちにのみ，今のこの子が

存在していることを示唆している。時代を超えてなお，

倉橋の言葉は，現場で子どもたちと共に過ごす教師が共

感する有り様となっている。ここに幼児教育の専門家と

して原点がある。

　専門家の力量形成について，1990年にキャリア・ア

ンカーという長期的な仕事生活の拠り所について，マ

サチューセッツ工科大学スローン経営大学院教授エド

ガー・Ｈ．シャインにより提唱された。キャリア・アン

カーとは，人間が働く上で，その職業上のキャリア選択

（職業・職種・勤務先など）人生の節目節目での個人キャ

リア・デザインを支援するツールとなっている。

　学校を卒業してからの仕事生活は,30年も40年も,さら

にひとによっては50年以上も続くこの仕事生活の長期的

なパターンを，キャリアと呼ぶことにする。

　どのような時にキャリアを展望するのかというと，人

生の節目節目で暮らし方を振り返り，将来を長期的に展

望することがまずなによりも自分自身にとって重要であ

る。自分をよく知った個人からなる組織には勢いがある。

これまでのキャリアにかかわる研修を行ってきた経験か

ら，上記で述べたような節目節目の段階で，優れたツー

ルと場の設定があればキャリアの内省と展望は深まるこ

とが分かっている。そのキャリアの展望に役立つツール

は，このような節目節目でのキャリア・デザインを支援

するキャリア・アンカーである(４)。

　エドガーは，キャリア・アンカーの個人が仕事との接

点で感じる総合した自己イメージである３点を述べてい

る。

①　自分の力がうまく発揮できる。

②　自分の本当にやりたいことだといえる。

③　自分にしっくりくることができていて，虚しくない。(５)

これらのところに人はキャリアという航海での拠り所

(錨)を徐々に形成していくのである。

エドガーは，仕事生活における自分のアンカーを探る問

いを３つ示している。

①　自分はいったいなにが得意か。

②　自分は本当のところなにをやりたいのか。

③　なにをやっている自分に意味や価値が感じられるの

か。(５)

　これらの問いが，キャリアの拠り所を探る出発点であ

る。これらは，就職のときに学生が自問する問いであり，

それ以降もキャリアの節目節目で浮上してくる問いであ

る。この問いに答えることで，自己のキャリアについて

の理解をもっと深めることができるのだ。

　さらに，エドガーは，キャリア・アンカーという考え

方について５点の特徴も示した。

（ａ）能力，欲求，価値についてのセルフ・イメージ(自

己像)である。

（ｂ）節目節目のきっかけがないと，はっきりと自覚さ

れない自己像である。

（ｃ）一人で自己内省するより，同僚や配偶者との対話

から浮かび上がる自己像である。

（ｄ）組織，仕事を変遷しても「自分としては絶対に捨

てたくない」核である。

（ｅ）キャリア・ダイナミクス(仕事生活の動態)の中の

基軸(不動点)である。(６)

　仕事がいくら変わっても，組織が変わっても，あわた

だしい仕事生活の動態の中で，決して変わることのない，

核もしくは，基軸がキャリア・アンカーである。いかに

もアメリカ的な概念だが，日本でこの考えをについて研

究することについて可能であるということに対し，金井

は，人が長期のキャリアを歩む上で，自分の拠り所であ

るアンカーを自覚することが，真の自分探し，自分の真

価を探ることになるというエドガーの基本的アイデア

は，日本でも成り立つということを明らかにした。(８)

　今後，教師・保育者には，資質向上及び専門性の向上

が求められていることは，周知の通りである。このよう

に教師・保育者が専門家としてのどのような力量形成を

踏まえていくかについて考えていきたいというところ

に，本研究の動機がある。
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２．問 題 の 所 在

（１）専門家としての保育者

　現状は，従来に比べて基本的な生活習慣や態度が身に

付いていなかったり，他者とのかかわりが苦手であった

り，自制心や耐心，規範意識が十分に育っていなかった

り，運動能力が低下したりしているなど，文部科学省は

子どもたちの様々な課題を指摘している。このように子

どもの育ちが何かおかしいのではないか，子どもを取り

巻く環境が悪化しているのではないかなど，子どもの成

長に関する懸念が多く聞かれるようになっている(９)。

　このような子どもの成長に関する懸念に対して，幼児

教育を担う家庭・地域社会・幼稚園等施設は，その責任

と役割を十分に果たしてきたかどうか，それぞれが当事

者意識をもって考える必要がある。

　具体的には，第一に，幼児の発達や生活には，家庭・

地域社会・保育所・幼稚園等施設の中での連続性がある

にもかかわらず，幼児教育において連携や補完が必ずし

も十分ではなかったのではないかということ，第二に，

保育所・幼稚園等施設の中には，社会の変化等に対会に

対応していこうとする意識が必ずしも十分になく，家庭・

地域社会あるいは小学校等との連携や支援に取り組まれ

なかったものもあったのではないかということについて

考えていく必要がある。これらの問題意識を踏まえ，幼

児教育の原点に立ち返って，子どもの育ちの現状と背景

を検証し，子どもの健やかな成長を保障するために必要

となる対応策を考えていくことが，今日の幼児教育に与

えられた大きな課題であろう(９)。

（２）法令関係における保育者の専門性

　社会環境の急速，かつ，大きな変化に伴う幼児教育の

多様な展開に対応するため，幼稚園教員の養成・採用・

研修等の改善や上級免許取得の促進を図るなど，その資

質及び専門性の向上を図ることについて，文部科学省は

次の２点が急務であるという。

　第一に，幼稚園教員の養成・採用・研修等の改善につ

いてである。教員志望者自身，多様な知識や豊かな体験

を得ること，また養成段階においても一般教育科目の取

得のみならず，インターンシップ等，幼稚園現場での実

践を経験することが重要である。家庭・地域社会への子

育て支援などの今日的課題に対応するために，障がいの

ある幼児等に関する専門性の向上，カウンセリング能力

の向上など，養成段階のほか幼稚園の内外における研修

による教員に資質向上が求められている。また研修機会

の拡大，研修内容の充実のために，都道府県教育委員会

等が主催する研修への私立幼稚園教員の参加や参画を促

進する必要がある(10)。

　第二に，上級免許状の取得促進，所有者の配置拡大で

ある。現在，現職の幼稚園教員は二種免許状所有者が中

心であるので，本来，要請されている一種免許状所有者

の増加を促進する必要がある。そのために，幼児教育に

関する政策プログラムに盛り込むなど，地方公共団体が

一種免許状促進の努力目標を設定することが望ましい。

そのため，一種免許状所有者の配置の促進するための方

策を検討する必要があると言われている(11)。

　これらの状況を踏まえ，家庭が幼児の成長の最も基礎

となる心身の基盤を形成する場であることを前提に，幼

稚園，認定こども園における教育の条件整備に関する国

の施策を中心にとりまとめているのが，幼児教育振興ア

クションプログラムである。幼稚園，認定こども園につ

いては，幼児教育の中核としての役割を担うものであり，

幼児教育振興プログラムの推進により，幼児教育全体の

質の向上を図ることをねらいとしている。

　このほかにも，今日的視点を踏まえて様々な点が強調

されているが，その中で例を３つあげるとする。１点目

は，保育所の役割や保育士の専門性について明確にしな

がら，子どもの健やかな成長のためには過程や地域社会

との連携，協力が欠かせないということである。２点目

は，子どもの人権擁護，虐待防止の観点からも保育所の

果たす役割が大きいということである。３点目は，子ど

もの自発性，主体的な活動を重視するとともに，子ども

の生活の連続性，発達の連続性，遊びや学びの連続性と

関連性を大切にするということである。上記のようなこ

とが，保育指針には規定されており，保育所保育の特性

を生かした質の高い保育実践が望まれている。

　これらを踏まえ，社会的責任を果たしていくと共に，

保育の内容の充実や子どもの保育，教育を担う保育者の

専門性の向上が求められているのである。(15)
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Ⅱ．研 究 の 目 的

　本研究では，エドガー・Ｈ．シャインのキャリア・ア

ンカーをもとに現在，保育職に就いている方３名，過去

に就いたことのある方３名，計６名の方に半構造化イン

タビュー調査を行い，保育の専門職にはキャリア・アン

カーはあるのか，また保育の専門職に必要な力量とは何

かを検討することを目的とした。

Ⅲ．研 究 の 方 法

１．インタビュー調査

（１）被験者

　表１は，本研究を依頼した被験者のプロフィール（保

育職に現在就いている方３名，過去に就いたことのある

方２名，計５名）を示したものである。

（２）調査期間

　2014年７月～11月に調査した。

　エドガー・Ｈ．シャインが示した，キャリア・アンカー・

インタビューの質問項目にそって半構造化インタビュー

調査を行った。１名につき各30分程度実施した。

（３）質問項目

　表２は，被験者に実施した質問内容である。

（４）インタビューの実施と分析手順

　ＩＣレコーダーを用いて，半構造化インタビュー調査

を約30～40分程度対話形式で行った。その後，逐語記録

を作成し，エドガーの示すキャリア・アンカーの８つの

カテゴリーに当てはまる文言を抽出し，分類した。

Ⅳ．結 果 と 考 察

　図１はインタビュー調査の逐語記録中に出現した８つ

のキャリア・アンカーに関する文言の出現個数を示した

ものである。インタビューの中から総数は366個の文言

が抜き出された。このグラフから，５名の保育者共にTF

（専門・職能別コンピタンス）が182個となりSV（奉仕・

社会貢献）が98個となった。つまり，５名とも高い傾向

があるということが分かった。このTF（専門・職能別コ

ンピタンス）とSV（奉仕・社会貢献）は保育者には不可

欠な要素であることが分かった。

　では，さらにインタビュー内にてこの２つのアンカー

について，実際にどのような内容で語られていたのかに

ついて，逐語記録の中からいくつか抜き出してみること

とする。

表１．被験者のプロフィール

被験者 年齢 性別 現在の職業 職歴

Ｍ先生 51歳 女 大学講師 児童福祉士(６年）児童厚生員(19年）大学講師(５年目）

Ｅ先生 42歳 女 事務職 幼稚園教諭(１年）保育士(８年）ちびっこランド(２年）事務職(現在）

Ｓ先生 23歳 男 幼稚園教諭 幼稚園教諭(２年目）

Ｆ先生 不明 女 園長 幼稚園教諭(20年）主任(10年）園長(５年目）

Ｙ先生 51歳 女 主幹教諭 幼稚園教諭臨時(２年）幼稚園教諭・主幹教諭(29年目）

表２．インタビューの項目

教育 まず，あなたの教育についての質問から始めます。あなたは学校でなにを専攻しましたか。

最初の仕事 卒業後，まず最初に実際についた仕事は何でしたか。

目的 ○○○を始めたとき，どのような大きな望み，あるいは長期的な目的をもっていましたか。

次の仕事または人生

上の大きな出来事
あなたの仕事または働いていた組織での最初の大きな変化はどのようなものでしたか。

最後に
これまでのあなたの人生を振り返ってみて，なにかおおきな節目となった時点，つまり過去に慣れ親し

んだことを超えるような変化をくぐった時期がありましたか。
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（ア）TF専門・職能別コンピタンス

　TF専門・職能別コンピタンスに当てはまることが以下

のように述べられていた。

「子どもが好きだったから，やっぱ子どもと関わる仕

事っていうのは思ってて…」

「必ず…あのー分かち合えるって…教えていただいた

り，自分の思いを受けとめてもらったり，その分かち合

える，うん阿吽の呼吸で動ける先生が私必ずいたので，

そこは凄く幸せだったと思う。」

「１つの目標に，この目標に向かってのディスカッショ

ンが，どこでもできたので，うんお…同じ子どもを中心

において，うんだからそこは凄く幸せだって，自分が今

ぶれずにこれたのは，そのおかげかなっていう風には，

うん思うので…ありがたい。」

「なんかそういう絵を描いたり自然が好きなことをなん

かその幼児教育の中で活かせるんかなー？自分の好きな

ことが活かせるんじゃないんかなー？と思って選びまし

た。」

「そんなもんじゃないじゃろって！うん．．教育ってい

うのはな，終わりがないじゃろって…」

　このように，TF専門・職能別コンピタンスは，「子ど

もが好きだった」，「絵を描くことや自然が好き」という，

自分の好きなものや得意分野に関連する学部や仕事を選

択し，その道に進んでいることが推測される。そして，

今でもその道に進んできたことに対して，全員が良かっ

たと答えていることが読み取れる。このことから，自分

の得意な領域で自分の技能を活用し，この技能をより高

いレベルまで伸ばしていくことのできる実践の場を自ら

進んだということから,TF専門・職能別コンピタンスが

高い出現率となったことが推察される。

（イ）SV奉仕・社会貢献

　SV奉仕・社会貢献に当てはまることが以下のように述

べられていた。

「大きな望みはやっぱり子どもたちがみんなが幸せに

育ってほしいなっていうのは凄く思ってた。」

「うんやっぱ出て行って活躍して『もういいー子だな』っ

ていう風に褒められるがえっとやっぱり．．うんあ～やっ

てよかったな～厳しく(笑う)やって良かったな～ってい

うのがなちょっとあるから」

「やっぱり必死だったんで少しでもあのー先輩の先生に

追いつけ追い抜けというとこだけもう一日一日が必至

だったので少しでも早くあのー…先輩の先生方に迷惑か

けず一人であのーちゃんとある程度のことをこなしてい

ける教師になりたいと思っていました。」

「その子その子にあった道をつくっていってあげれれば

な少しでもって思いました。」

「保母っていう仕事は子どものためにする仕事だと思っ

てた。もちろんそれは当たり前のことだと思う。」

「ヨガのキッズヨガのその子どもに教えれる，あの．～

資格を取りに行ってでそしたら資格だけ取っとったらも

う間違えなく教えれるがあの．～変に教えたらな体のこ

とだから骨が折れたりしたらいけんしと思ってできちん

とした知識を身に付けんといけんと思ってあのー資格を

取りに行ってであのー幼稚園で今教えてるんだけど」

　このように，SV奉仕・社会貢献は，保育者という仕事

を通して，保護者からの委託を受けて，乳児または幼児

を保育することを目的とする世界で，誰かの役に立とう

としたり，子どもや他人のためになることをしたりする

という価値観があると思われる回答があった。「子ども

が幸せに育ってほしい」，「子どものために」，「周りの先

輩の先生に迷惑をかけないように」という語りから，子

どもや組織のために専門家として仕事に信念をもち臨ん

でいる人が多い傾向があると推測される。このことは，

保育者は保育という世界において奉仕的精神をもち，仕

事を遂行する意識の強い職種であることが分かる。勤務

時間は設定されているものの自分が担任する子どもたち

や同僚と協力して子どもたちのよりよい生活のためにと
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いう志向が働いているのである。そして，21世紀を担う

子どもたちが社会を背負う人間として育っていくことへ

の責任感のもと，子どもの育ちを保障することによって，

世の中のために少しでも自分の職務内容が役立つことを

願う奉仕・社会貢献の意識も高いことが考えられる。

Ⅴ．総 合 的 考 察

　本研究では，保育職に就いている方，また過去に保育

職に就いていた方にインタビュー調査を行い，その結果

から保育職にはキャリア・アンカーはあるのか，また保

育職に必要な力量とは何かについて検討した。

　その結果，保育職にはキャリア・アンカーがあること

が明らかとなった。実際に高い出現率となったキャリア・

アンカーはTF（専門・職能別コンピタンス）とSV（奉仕・

社会貢献）であった。この結果より，保育者には専門家

としての技術・技能を自覚していることや実際に毎日生

活を共にする子どもたちのことを最優先に考える志向が

強いことが明らかとなった。

　つまり，保育者は，「自己改革力」という自分への成

長意欲が強く，常に高い目標にチャレンジし，省察し，

達成感や成長感を感じることでやりがいを感じるという

TF（専門・職能別コンピタンス）と,「社会貢献」とい

う他者への奉仕心が強いことにより高い目標にチャレン

ジし,他者からの賞賛をもとに省察し,感謝されること

で,自分の仕事の意義を実感するというSV（奉仕・社会

貢献）の力量が必要である。ここに子どもと共に生きる

保育者としての原点が内包されていると推測される。

　このような，仕事の信念について経営学の立場から松

尾睦は以下のように述べている。

「優れた人材，成長している人材の特徴は，『自分への

思い』と『他者への思い』の両方をもっていることなの

です。自分への思いとは，自分の目標を達成したい，周

りの人から認められたい，プロとしての力を身に付けた

いという信念です。他者への思いとは，仕事上の相手に

喜んでもらいたい，相手と信頼関係を築きたい，社会の

役に立ちたいという信念です。このように，自分への思

いと他者への思いは，成長のためのドライバーとなるの

です。(16)」

　松尾は，仕事の信念を「思い」という言葉で表現して

いる。この自分のことを大切にすると同時に他者のこと

も大切にしながら仕事をしたいという思いをもつこと

が，仕事をする上で自分自身が成長するために必要なこ

とであると述べているのである。

　また，キャリア・アンカーは年齢や性別，経験年数に

よって変化するが，キャリアを歩む個々の人が，そのキャ

リアにまつわる計画や選択をうまくなすために，キャリ

ア・アンカーについて深く洞察していくこと必要である

と考えられる。一人一人がそれぞれの立場で個々に自分

のアンカーをもつことで，より良いライフスタイルを形

成していくことができるのである。そのためにも，一人

一人が自分自身のキャリア・アンカーの分析の方法を理

解しておくことで自分自身の欲求と組織の要望とをマッ

チングさせていくことが可能となる。保育職に就く者と

して出会う子どもたちや職場の同僚，先輩，上司，保護

者の方や地域の方などとよりよい関係を築いていくこ

とは不可欠である。そして，専門家としての保育者とい

う職業に就く自分のライフ・ワーク・バランスも保ちな

がら，自分が出会う子どもたちが安心して過ごせる環境

をつくっていくことで，一人一人の子どもの確かな成長

を保障することにつながるということを忘れてはならな

い。

　一度職業を選択すると約40年の保育専門職としての道

のりがある。この道程は決して平坦な道ではない。しか

し，一人一人の保育者が本物の専門家になることを目指

し，キャリア・アンカーをもつ反省的実践者として，１

日１日の実践に取り組むことで，常に「いかに子どもた

ちの成長を支えていくか」という問いを解決に導くこと

のできる身体をもつ保育者となるであろう。
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